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はじめに

Ti宇;らは，r夢の研究その 1J (1)において， i-ともの
~tについての諸研究の慨観を試み，かつ，中学生を対象

として，その報告~tの諸特徴をと り七げ検討した。

牛;報告では，報告少が年令とともにどのように変化を

示すかを明らかにする乙とを日的とした発注的研究の一

段として，小学生(4. 5. 6年)の報告拶について検

討する。小学生の拶については， Jt!!によるiE'盟主Fの発

辻的研究2 などが既にあるが， 4Fの内容に闘する詳細な

発.i.t的検討は必すしも十分とはいえなb、。したがって，

小"f:'1:の鰍侍拶の内符分析を行う乙とによって，小学生

の拶の様相を明らかにする。

しかしながら，今|ロlわれわれが報告拶の収集Ir.用いて

いる自由再牛ー法による湯合 小学生低学年 (1. 2. 3 

if:)では，アンケート用紙にd己述する乙と自体{ζ困難さ

が必められる。そのため本報告では低学年の報告夢につ

いては害IJ愛し，あらためて日I]lr.報告する乙とにした。

方 法

アンケー ト用紙を配布し，rさいさんみたゆめで，楽
しかったゆめや.へんなゆめなど，どんなゆめでもかま

い空せんので，おぼえているゆめがあれば 1つ浮いて

下さL、。そしてどんな人がいたか，また，どんな乙とを

したかなと，できるたけくわしく3いて下さい。」とい

う教ぷをうえた。そして.tl}生させたのち，その拶はい

つ乙ろみた拶かを記述させる。

ζうしてt来集された報告ψを.Hall. C. S. & Van 
de Castle. R ， L.の“ContentAnalysis"法山に

より分析した。統a1-的行意去はど検定lとより求めた。ア

本研究生

( 1 ) 

ンケート実施時期は，附相58年6)'jであった。

なお，本報告では紙ω.の郎合ヒすべての分析項目につ
いての結果を械侍することが困幾であるため，前回の報

告とInJ犠.以下の3項目のみをとりあげる。

1)“おttings" : ~，報告の場面。

2)“Objects" :普予報告に念場する事物。

3)“Charactcrs "タ報常にみられるを防人物。

対 象

大阪府下の公立小学校3校および私立小学校l校の4.

5 _ 6 ffの男女を対象とした。その総数は919人である。

以ドは係学年ζ との内以である。カッコ内は，実際の報

告者数(したがって，得られた拶の数)である。

4匂:'11::男子141人 (86人). k子134人 (1J I人)。

5年生:男 fl65人 (75人). 9:子161人(94人)。

6if 

結果と考察

1) Setti ngs 

表 1a IL.“Settings"の各項目どとの出現頻度，

および 1つの拶における夢湯[臼の転凶数の予均値

(Average number per dream)を示した。また表 l

b 1L，;t "Settings"の各項目における学年間.9JkrHl 

の有怠法を示した。乙れらの2つの表に示したように，

まずタ場面の転同数の手均値は1.3-1.5凶で，学年間

および見交聞にほとんど涯はみられない。

夢の場面が“lndoor(窒内)"か“Outdoor(吉区外)"

かをみると，係学年.'))9:とも."Outdoor"の局面を

みる乙との方が多い。

夢の場I箇が “TotalfamiJiar (知っている場所)"

か “Totalunfamiliar (知らなL、局所)"かでみると，

各学年，兇kともに，“Totalfamiliar"が “Total 
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2) Objects 

表 2 は 1 つの喜~ IC~ま糊する事物の数の分布を示 して

いる。その厳頻値は，男子では4年生と 6年生が3で5

年生が1，女子では4年生が2，5年生は !と2が同数

稲蒲他 :夢の研究その2

Number of Objects per Dream 
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4 4th gr~d~: 55thκrude: 6 6th ~rnd('. 

で6年生がlとなっている。また 1つの夢iζft1.易す

る事物の数の平均値は，表 3aの“Averagenumber 

per dream"の項目に示されている。乙れによると各

学年，男女とも，3前後となっている。乙れを中学生を

も含めてみるとき("，男子ではおおよそ一定していると
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( 3) 

unfamiliar"の約2倍以上ある。男!;z:別にみると，5年

生において，“Totalfamiliar"が男子より友子のプJ

が有怠K多くなっている。

いっぽう，“Tota!geographica!"をみると， 5年

生男子以外は，各学年，男久ーともに10%に満たない。

“geographical"とは，地理的な名称をもった場所とし

て局面が同定されている場合であり，その意味では，そ

の局面を知っているか否かという区別とは別個のものと

して汲われるべきであろう。そして，5年生男子は，4 

年生と 6年生の男子より多く 5年生女子よりも多く

なっている。

次jζ，下位項El(表1a における“Indoorfamiliar" 

以下“Ambiguousunfamiliar"までの項目)別ICみ

るζとにする。男子では，“Outdoorquestionable" 

が各学年とも30%前後あり.“Indoorfamiliar"がそ

れぞれ20%弱で“Outdoorquestionable"に次いでい

る。そして，"Outdoor unfamiliar"や “Outdoor

familiar"が各学年とも1096強を示しているが，5年

生のみ，それに加えて “Outdoorgeographical"も

10%を超えている。乙れは 4年と 6年の男子lζ比べ有

意lζ多く ，しかも5年女子に比べても多L、。前述したよ

うに， "Tolal geographical"が5fJ:~主男子 IC 多い と

いう ζとは，地埋的な湯所の同定が室外犠面と結びつき

易いという's情と関述していると思われる。

矢子では，男子同線K，“Outdoorqueslionable" 

と“Indoorfamiliar"が多いが，その差は男子より

も小さく， 6年生では “Indoorfamiliar"の方が

“Outdoor questionable"よりも 1.5%であるが多く

なるはど，男子とは多少異な った商を示している。 4

年生と6年生では，次いで“Indoorquestionable" 

“Outdoor familiar"，“Outdoor unfamiliar"が10%

前後あるが，5年生においてのみ，“lndoorquesti・

onable"が2%であり， 4年生， 6年生と比べて有意IC

少なくむっている。また，5年女子では， 4年生と比べ

て “Outdoorfamiliar"が有意』ζ多く，他学年と多少

実なる様相を示している。

乙のように，夢の展開場面が“Indoor"か“Outdoor"

という点で分類すれば，各学年.男友とも“Outdoor"

が多い。そして， ~，n子では 5 年のみ“Outdoor geo・

graphical"が10%を超え， 4年， 6年に比べて有意に

多い。女子においては，5年生が4年生より "Outdoor

familiar"を多く報告している。乙のように， 5$生に

おいて，同じ “Outdoor"でありながらも，男子では

“geographical"が，女子では“familiar"が多くな

るという変化を生じている。



晶子

つぎに.“NAC自然に存在する室外の事物)"で，男

女各々，そして，男女合わせてみたときのいずれκおい
ても 5年生と 6年生は4年生にくらべて少なくなって

童児

いえるが，女子では学年とともκ次第IL減少している。
次IC..表3aおよび，学年間と男女間K有意差のある

項目を示した表 3bをみながら，“Objects"の内容ど
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tests of “Objects" 3b 表
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いる。また. 4年生では，男子の方が女子より多い。し

たがって，男子の方が“NA"の減少のしかたは急速で

ある。ただ，乙の減少に対応して，他の項目のいずれか

が特に増加しているわけではなし、。女子の場合では，

“NA"の減少に対して. 5年生では，“Architecture"

が. 6年生では，“Food"が増加している。

3) Characters 

表4は 1つの夢lC.登場する人物(ないし生物)の数

の分布を示している。乙れによると，その最頻値は，

5年女子の 1.および6年男子の!と 2が同数である

乙とを除き，他は 2である。また 1つの夢にを場する

人物数の平均値は，表 5aの“Averagenumber per 

dream"の項目に示した。 これによると，男女とも学年

による大きな変動は特に認められないが，各学年とも男
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表

(4) 

との諸特徴について検討する。まず，各学年男女とも

“Architecture C建築物)"の出現頻度が最も高く.常

lζ “Objects"全体の20%以上を占めている。乙の傾向

は，中学生以降も強まる傾向にある(1)(4)(5)。

“HH C家庭用品)"をみると 6年で，男子より女子

が多く，“FO(食物)"でも 6年女子は男子より多く，

さらに5年でも同様の傾向が見られる。ただ，乙の男女

差は中学になると消失するため，乙の時期のみの特徴で

ある。

また."ImplementsC道具)"の下位項目である“IW

(武器)"において，各学年とも男子の方が女子より多

く，乙の一貫した男女差は，小学校の少なくとも乙の時

期に特徴的なものであり，中学以降はみられない(1)。

“Implements"の総数でも. 6年になると男子が女子

より有意に多くなり，乙の傾向は5年生でも認められ中

学 l年まで続く(1)。“TR(乗り物)"は. 4年と 5年で

男子が女子より多く，しかも. 6年男子では 5年男子よ

り少なくなっている。したがって. 6年男子での減少が，

6年Kおける男女差の消失と対応している。中学生以降

も男女差はみられないままである())(へ また， “MO

(金銭)"で6年男子が女子より多い。

乙のように主K男女差でみたとき. 5年から 6年にか

けて，多くの項目で男女差の消長がみられる。中学以降

では乙のような現象はみられず，“Objects"のもつ意

味が男女それぞれで，乙の時期iζ変化しているとも考え

られる。
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子より女子の)jがわずかではあっても，登湯人物数の多 表 5a Summary of Characters 

い傾向かみられる。

次11:，同じ表5aから.登湯人物の特性についてみる

か，挙年間，および，男女間で有意表のある項目につい

ては表 5 b IC示した。とれらの表によると，“Tota!

human characters (登場する人物の総数)"では 4

年と 5{手で女チが男子より有芯1<:多いが，6年ではリi女

&は消失している。学年間では，男子で6年生が4年，

および，5年より有志ilζ多し、。すなわち， 41f-. 5年で

~場人物数が女子より男チの方が少ないが， 6年生では

リj子と女子の登場人物数が同組度になっている。

“Total male (男性登場人物の総数)"では.各学年

とも男子が女子より有怠1<:多く，また，5年友子が4-1手

交子より有意に多いが. 6年では再び減少している。男

交合わせてみると，学年がすすむにつれて増加し，6年

では4'fより有怠に多くなっている。

L、っぽう，“Total female (女性111易人物の総数)"
では各学年とも女子が男子より有意に多く ，また 5年

児子が4年男子より少なし、。ただ. 6 ifo生になるとわず

かながら再び地加している。 中学，高校と同様に，小

乍校 4 '4よから 6 年においても，~報告-tiと lii]t'tの登樹人

4 M 4 F T 4 HI 5 F T 5 6 M 6ド T6

Totlll ch白raclt'(持 1掛却1 477 141 232 175 216 259 47S 

A¥'eragp IH)， ptr dream 2.2 2.6 2.4 1.9 2.5 2.2 2.1 2.5 2.3 
Tq，岨IanHnfll~ 担お帥 16 21 37 21 8 20 
1'o¥ttl ('reaturt'凪 19 21 40 18 9 27 12 8 20 

!-)mglf' 3nmlilh 初お 45 12 19 31 16 19 35 

I'lurnl nnln.al:o. 14 10 24 1 2 6 s 3 a 

I'ollll human dlaractef持 133 23S 3曲 l例 202 ~ II 18:1 2却 412

1'0¥01咽wgh‘hUlY¥on
99 I7S 274 74 1&1 2揖 l剖 1711 299 

dli.，;I(，¥rrs 
1'u¥ol pluml humlln 

34 60 制 35 辿1J f>I 59 111 
chl¥r向ι'H持

Towl ruall;" 82 日1'15 油 66 12' 1同届 E出
Tr)l;1I {('m81~ 21 120 141 8 91 的防 11"6 124 

Totul IOdcfllllh' 2，1 37 60 JO 31 61 37 :15 72 
Totnl JOlnt配置 7 25 32 }:j 14 'l7 12 20 32 

Tf)tnl flJm山川 明 i嗣幻4 制 146 210 105 171 276 
1'0¥111 un(自fIllllllf 43 51 制 45 56 101 祖国 11陥

ド山川1m，.IIIU!t'tio 鴫 J5 91 41 J9同 7b 46 In 

Unflttlllllar Rtlllt-:. 24 18 '2 17 z7制 42 却位
ドo.uullsrremalt，s 19 1抽 12~， 6 制 明 10 c;; 1 佃
UnfomillHI r"mal師 2 14 16 2 7 9 6 10 16 
ト811ldiU' Indt.flnltt> ? 却幻 12 12 2，1 11 13 2' 
lJnfilfnlJlar ml'i('flllltt" 16 17 抽出 19 rJ 26 ;a 48 
ド柑『川110"'01111 叫 H 6 2" 29 M 11 19 R 15 2'1 

unfllllllJtar )0"11 "f'且 z 3 3 b 4 

1'0¥111 i).lult，. 刷 120 201 制 105 1制 107 m 2泊

1'nllll lt't'fI/I~~('n; 5 4 9 14 15 8 21 民j

TlIl;1I dllldrt'H 40 111 157 制幻 127 品嶋 161

To'川 bablC! 1 。 1 1 0 2 。 2 
一一

Nりh' M-MlI ll' ~ F-~\'mul('; T Tr¥tiil 

44th uo4't，，:ち 5thr.rHdt， 66th ':"i1dl!'. 

表 5b lests of “Summary of Characters" 

一 一一 一一一一一一一一一一
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物が異性のそれより多く出現する(1)(51。乙のとき，パー

センテージからみると，男子の方により多く向性像が出

現する傾向がある。そのなかでも 5年生になると 4年

生にくらべ，男子ではさらに異性の出現が減少し，女子

では異性の出現が増加するという性差がみられる。乙の

乙とについては後に再び検討する。

“Total indefinite (性の不明な登場人物)"は， 5 

年で男子が女子より有意に多い。 4，6年生とも男女間

表 6a Frequencies for all Characters subclasses 
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の差はみられないが， 4年生， 5年生の男子の間で有意

差がみられ， 5年生iζ “Totalindefinite"の数が多

いためにとの差が生じた。

次IL，“Totalfamiliar (夢報告者が知っている登

場人物)"では，各学年とも女子の方が男子より多い。

いっぽう，“Totalunfamiliar (夢報告者の見知らな

い登場人物)"では，各学年とも男子の方が女子よ り多

く，しかも， 4年生男子より 6年生男子の方が有窓iζ多

表 6a Frequencies for all Characters subclasses 

Chaf内<:ters

7. Htrang-ers 

IMSA 

1MSC 

lドSA

1F百じ

115八

IIST 

I(SC 

2MS八

2M日T
2ド日T

2JSA 

ZJSC 

21日八

21SC 

4恥1 41" 1'4 5M 5ド'1'5 6 M 6ド1'6

17 33 50 26 45 71 4 5 却 8~

000022 1 12  

01105500  

1 5 6 0 5 

3 3 0 2 

14 O 8 13 5 9 14 

o 0 0 0 1 
0 220000  

1 0 1 1 6 7 

o 000  1 0 1 
o 0 000  1 
0223363  

000 1 0101  

8. Uncertl'lln 

0

4

 

4

2

9

 

7

1

3

 

7

1

6

 

3

2

5

 
-

守
』

1
6

F
b

2
 

6

1

1

4

2

 

1

フω

7

1

7

0

1

 

IMU八

1MUC 

1ドUA

lドUC

IIU，¥ 

11UC 

2MUA 

2MUC 

21'UC 
2JUA 

2JU'I 

2JUC 

21U八

21U1' 

21UC 

-a
ラ
ゐ

A
U

2
 

o 0 
o 0 。。 !

?

h

 

n
u
E
'
A
U
Aり

'
'

EE

4
3
n
υ
 

ハυ

。υ
。30
U

内

u
n
u

。ν
・1
0
U
A
U

1

3

2

0

3

0

 

1

0

2

0

0

0

 

0

0

 

1

・0
0

Aυ
A
U

AV
 

1

0

0

 0

0

2

 

0

1

1

1

0

2
 

0

0

0

1

0

0

 

0

0

0

2

1

0

 

0

0

0

1

0

0

 

0

o

o

l

i

o

 

-

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 9. Dcad. Imagmary， 
10 8 18 9 6 15 8 8 16 

.:tnd Metamorphoses 

OeuJ 3MPA 3~lHA 3MKC 3M({A 

31SA 3トち八

31SA 

415A 

41日A

Imaginary 5FUA 5MPA 5MPA 5FMA 5MSA 5MPA 

5MPC 5MPA 5MPA 51Ui¥ 51UI¥ 

51♂PC 51SA 5FP八

31Ui¥ 

5FSI¥ 515A 

MetamorphoSeS 

5 ["SI¥ 

5FSC 

6FOA 

70 70 

8CZZ 8CZZ 

7MKC 

8FKC 

7FKC 

8MKA 

7FKC 

8FKI¥ 

A
ハ
PLV
内

》

'

'

p
a
k
s
u
 

M

M

M

C

 

7

8

7

8

 

70 7D 7ド({A 7D 

8CZZ 8ANI 8CZZ 8MPA 

7D 7ドMA 7MOA 

8MPA 8ANI 8CZZ 

7MKC 7ANl 7ドS八

8AN1 8FMA 81叩'IA

7FSA 

8FMA 

Notc: M Male;ト=ドemale; T a Tota I 

4・4lhgra.dc-: 55th grade: 6・6thKrade. 

( 6 ) 



稲蒲他・夢の研究その2 -243-

くなっており.学年がすすむにつれて増す傾向を示して

いる。また，男女合わせてみたときにも. 5年と 6年は

4年より多く，次第』ζ地加している。乙れらのζとか

ら，女子は知っている人物，男子は見知らない人物が念

場しやすい。しかし，学年の進行とともに.女子でも見

知らない人物の登場は地加している。

ついで，下位項目(表5a における“Familiarmale" 

以下“Unfamiliarjoint sex" までの各項目)につ

いてみる。“Familiarmale"“Unfamiliar male" 

“Familiar female"をみると，“Familiarmale"で

は，各学年とも男子が9:子より有意に多く ，“Unfami-

liar male"では.4年と 6年で男子が友子より多い。

“Familiar female"では，各学年とも友子の方が男

子より多い。また，“Unfamiliarindefinite"で5年

男子が友子より有惑に多いという兇交差が現われている

が，乙のζとが.5年で“Unfamiliarmale" IC男女

差がみられない乙とと関係していると考えられる。学年

i査は，“Familiarfemale"において. 5年と 6年の男

子が4年男子より少なくなっている。 したがって，男子

では，異性のなかでも見知っている異性の出現が5年を

墳に減少する乙とが示されている。

これらの下位項目の特徴は，上述した“Totalmale" 

と“Totalfemale"の5年生男女における変化と合わ

せて考えるとき .5年生において，巽性への関係のあり

}iが異なってくる乙とが示8れているといえる。 ζれ

は，男女の性的成熟度の差を反映している乙とがlつの

要因とも考えられる。

さらに.Ji:6aより.個々の登場人物を，本人との関

係という観点から検討する。なお，有意.&のある項目に

ついては，表6blc示した。乙れらの表IL示されたよう

に，“Family(家族)"では. 5年と 6年で.9:子が男

子より有意lζ多L、。女チでは係学年間で“Family"の

山現IL差はみられないが，男子では. 5. 6年と 4年生

の間でA:がみられる。“Family"の中で. 5年生のみ

“IFMA (母線)"の出現が男子より友子の方が多くなっ

ている。

“Known (知っている人物)"に関しては，“IMKC

(単独で登場した知っている男性)"と“ 2MKC (波数

で登糊した知っている男性)"が，ともに各学年とも男

子の方が女子より多く ，“IFKC(単独で台場した知っ

ている失性)"では.4年と 5年で女子の方が多い。女

子のJ・Known"全体では. 5年が4年より有意に少な
く.6年も4年より少ない傾向にあるが 5年よりtt':加

する傾向にある。また.4年では，女子の方が男子より

多い。

“Stranger (他人)"については. 6年生では，91子

が女子より多く，有怠差がみられている。学年間では，

児子で5年と 6年が4年より多く. ~王子は 5 年が 4 年よ

り多いが.6年では有志差はみられないものの再び減少

している。男女合わせてみたときκは 5年と 6年が4

年より多い。

“Uncertain (知っているかどうか明らかでない苫場

人物)"で.4年のみ男子が女子より多い。

以上の乙とから男子では. 5年 6年になると “Fa-

表 6b tests of “Frequencies for all characters subcJasses " 

4M・4F5M・5F6M-6F 4M-5M 51¥1・6M6M・4M4F-5F 5F・6F6F-4F T4-1'5 T5-T6 T6-T4 

1 . Fa'nJly 13)6‘俳6羽島*1 1J飽歌唱B*8タ77m・
ー-11'1¥1八 3さ23

3 Known 

173、3ノ225ー83.・.lOJ2?37Jノ55* 1 MKC 

1 FKC 20fO*2ホホマ/'ω 
。事牢 事 事

2 MI<C 7、〆2P15¥/9'594‘ノ217 

5. ()(('upat.ona 1 7‘/64調1前場 4♂/ 29事 4、134* 
司砂 司脚

7. St.angers 4.043 5jl25 

‘ 
/' 

8. Uncertaln 3、〆9"57 

Note: M 1¥1al(': F Ft>malt>: T-Tolal; 

44th grude; 55th巨rud(，:66th g-rad(>. 

料 *pα)1

"p .01 

*p .05 

7)88 

11.572* 
/ 

6卯 5<?23 9)32 す12

(7) 

ヨ俳
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mily"の愛場が減少するのにともない“Stranger"が

多く現われ，乙れが“TotaJunfamiJiar"の地加をも

たらしていると考えられる。いっぽう女子では，“Fa-

mily"の出現に変化はないか，“Known"が5年で最

も減少し，乙れにともなって“Stranger"が地加する

という男子との差異が明らかになった。また，女子は男

子にくらべ川fotalfamiliar"が多いが，乙れは，4 

年では“Known"の男女産， 5年と 6年では，“Fa-

miJy"における男女差によりもたらされていると考え

られる。

つぎに，表6aと表6bの“Totalanimals (単独お

よび後数で登湯する動物の数)"では 6年男子は 4年男

子よりも少なくなっており，学年がすすむにつれて減少

している。また“TotaJcreaturcs (単独および彼数で

登場する架空の人物ないし生物の頻度)"では 5年生

で男子の方が女子より多く .また5年男子より 6年男子

で少なくなっている。男友合わせてみたときは 4年よ

り6年が少なく，学年がすすむとともに減少している。

乙の "Tota!animals"と“Tota!creatures"の，と

くに6年生男子における減少は，“Tota!human cha-

racters"の6年生男子での附加と対応している。そし

て，乙れ以降，中学，高校においても低い出現率のまま

である(1)(5)。

ロールシャツハテストでは，動物反応が多く出現す

る乙とは，続神発達の未成熟さを反映しているとされ

るIへまた，人間類似と動物頒似の反応は，子どもらし

い空怨の所産とされる(71。したがって，報告夢における

“animals"や“creatures"の特定の学年における減少

は，発透のひとつの節目を示しているのかもしれない。

しかし，女子では，男子のような変化がみられない乙と

も含め，今後動物や架空の生物が報告書評の中で，夢報告

者とどのような関係にあるか検討していく ζとが必要で

ある。

以上“Settings"“Objects"“Characters"の3項

目についてみてきたが，いずれの項目においても，5年

生ないし， 5年生から6年生にかけての時期fC，それぞ

れ特徴的な展開を示しているととが注目される。何らか

の発途上の節目が存在しているとも考えられ，今後さら

に他の項目についても同様の現象が認められるかどうか

検討してゆきたいと考えている。

要 約

夢を発達的な観点から捉える ζとを目的fC，小学生

(4， 5， 6年生，計919人一男子478人，女子441人)

を対象として調査を行なった。夢は自由再生により保

重

( 8) 

."，. :r 

集され，“ContentAna!ysis"法 (Hall，C.S.and 

Van de Castle，R.L. ; '66)に基づき分析された。

ただし，本論文では“Settings"“Objects"“Charac-

ters"の3項目について検討した。

1 ) “Settings" :男子では， 5年で“Tota!geo-

graphical"が4年と 6年と比べ多く出現し，学年差お

よび男女差もみられるという特徴が示された。女子にお

いても5年で，“Tota!fami!iar"が地加し，“Tota!

unfamiliar"の4年よりの増加と“TotaJfamiliar" 

が男子より多く報告されているため，5:ff:の特w性と考
えられる。

2) “Objects" :各学年男女とも“Architecture"

の出現頻度が最も高い。さらIζ，男子では，“IW"が各

学年とも女子より多い。また，“Implements"と“MO"

が6年で女子より多くなるのに対し，“TR"は男女差が

なくなる。女子では，“HH"と“FO"が6年で男子よ

り多い。また，“NA"では男女ともに 5年， 6年が4

年より少ない。

3) Characters":“Tota! human characters"は

6年になって兇女差が消失するが，それまでは交千の

方が多L、。また，男友ともに，夢報告者と間性の人物

が登湯しやすく，特fc男性の方にその傾向がある。その

なかでも 5年になると，男子はさ らに異性，特に“Pa-

miliar female"の出現が減少しはじめる。乙れに対

し， 5年女チでは逆に異性の出現が増加するという 5年

の特異性が示された。また，各学年とも "Totalfami-

!iar"は女子fC多く，乙れは4年では“Known"，5年

と6年では“Family"の男女差によるものである。いっ

ぽう，“Tota!unfamiliar"は各学年とも児-fの方lζ

多く，学年とともに増加するが，乙れは 5年，6年での

“Family"の減少と“Stranger"の埼加による変化と

考えられる。

付記) 本論文の一部は，関西心理学会第95回大会に

おいて発表された(8)0

最後fC，本論文の報告夢を採集するにあたり多大の

御協力をいただいた関係小学校の先生方，そして生徒

諸君に心から感謝いたします。
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Summary 

We had described the reported dreams of junior high school students in the previous paper. In this paper we studied 

those of 919 schoolchildren (4th， 5th and 6th grade: 10-12 yrs old) -478 males nd 441 females. We also used the items 

of the “Content Analysis" (Hall， C.S. & Van de Castle， R.L.; '66) to analyse their reported dreams. 

1) Settings; 5th grade males reported significantly more "Total geographical" than 4th & 6th grade ones， and a 

significant difference was seen between the sexes at 5th grade. 5th grade females reported signifiantly more“Total 

unfamilar" &“Total familar" than 4th grade ones. 5th grade females reported significantly more“Total familiar" than 

that of males. 

2) Objects; Of all grades of both sexes， "Architecture" was reported most frequently. Through all grades males 

reported more“IW" than females. At 6th grade males reported “Implement" &“MO~' more frequently than females， 

and there seen no signifiωnt sex difference in case of“TR". 6th grade females reported“HH"&“FO" more frequently 

than that of males. Both sexes at 4th grade reported“NA" more frequently than those of 5th and 6th grades 

3) Characters; Significant sex differences as to“Total human characters" were seen at 4th & 5th grade， but not at 

6th grade. In all grades females reported“Toal human characters" more than males. Through all grades both males and 

females tend to report persons of their own sexes. And at 5 th grade， males reported the opposite sex less， while females 

the opposite sex more. In all grades， females tend to report“Total familiar" more frequently than males， while males 

more“Total unfamiliar" than females. 

(9) 


